
対面授業

〔前期〕

1 第二言語習得理論とスペイン語教育
第二言語習得理論の基本的な考え方を概観し、スペイン
語を学ぶ・教えることの特徴や課題について、教育実践
との関係から考察する。

2 教授法と年間計画・単元構成・評価の在り方（1）
外国語教育における代表的な教授法を整理し、CEFR を
参考にしながら、年間計画や単元構成、評価の枠組みに
ついて検討する。

3 教授法、年間計画・単元構成・評価の在り方（2）
CEFR の言語能力記述を基に、学習目標と評価の整合性
について考え、スペイン語授業における評価方法の具体
例を検討する。

4 教材研究と学習指導案の作成
教科書や補助教材を分析し、ICT の活用も含めた教材研
究の方法を学ぶ。あわせて学習指導案の基本構成と作成
上の留意点を扱う。

5 スペイン語の特徴と言語・文化
スペイン語の言語的特徴と、スペイン語圏の文化的背景
について概観し、文化理解を踏まえた外国語教育の在り
方を考察する。

6 音声・表記の指導法
スペイン語の発音、アクセント、文字表記の特徴を整理
し、日本語との比較を通して、初学者への効果的な指導
方法を検討する。

7 挨拶・自己紹介の指導法
初級スペイン語における挨拶や自己紹介を題材とし、言
語活動の設計や指導上の工夫について、模擬授業を通し
て学ぶ。

8 家族・友人紹介を題材とした指導法（1）
家族や友人の紹介をテーマとした授業を想定し、学習活
動の構成や使用する文法事項の扱い方について検討す
る。

9 家族・友人紹介を題材とした指導法（2）
前回の内容を踏まえ、模擬授業を行いながら、質問活動
や評価方法を含めた指導の改善点について検討する。

10 日常生活を題材とした授業設計
日常生活に関する表現を用いた授業を想定し、学習者の
言語運用を促す活動設計と指導上の工夫について考察
する。

11 学校生活を題材とした授業設計
学校生活に関する話題を取り上げ、コミュニケーション
活動を中心とした授業構成と、学習者参加型の指導法を
検討する。

12 好みを表現する活動の指導法
好みを表現する活動を題材に、特徴的な表現（gustar 型
表現）の扱い方や、意味理解を重視した指導法について
模擬授業を通して学ぶ。

13 まとめとフィードバック
これまでの模擬授業や議論を振り返り、指導上の成果と
課題を整理する。今後のスペイン語教育実践に向けた課
題を分析する。

〔後期〕

1 語彙指導法と試験作成・評価方法
語彙指導の基本的な考え方を整理し、学習者の理解度を
測る試験の作成方法と評価の在り方について、具体例を
用いて検討する。

2 比較表現の指導法（1）
人や物を比較する表現を題材とし、優等比較・劣等比較
を中心に、意味理解を重視した指導法と学習活動の工夫
について考察する。

3 比較表現の指導法（2）
同等比較や最上級表現を扱い、前回の内容を踏まえなが
ら、比較表現を用いた言語活動と評価方法について検討
する。

4 過去表現の指導法
過去の出来事を表す表現を題材に、点過去と線過去の使
い分けについて、場面設定を工夫した指導方法を検討す
る。

5 経験を表す表現の指導法
経験について話す活動を想定し、完了時制の意味理解を
中心に、学習者が表現を使い分けられる指導法を考察す
る。

6 未来表現の指導法
遠足や修学旅行などの予定を題材に、未来表現を用いた
授業設計と、学習者の発話を促す活動の工夫について検
討する。

7 進行中の事柄を表す表現の指導法
現在進行中の事柄を表す表現を扱い、意味理解と使用場
面を意識した指導法および学習活動の設計について考察
する。

8 願望を表す表現の指導法
願い事や気持ちを表す表現を題材に、接続法の基本的な
用法を取り上げ、初学者への導入方法について検討す
る。

9 関係表現の指導法
人物紹介を題材として、関係表現の役割と意味を整理
し、文章理解と表現活動を結び付けた指導法を考察す
る。

10 命令表現の指導法
指示や依頼を表す表現を取り上げ、使用場面を意識した
指導方法と、誤用を防ぐための工夫について検討する。

11 歌・物語を活用した指導法
童歌や絵本、物語を教材として用い、言語技能の向上と
文化理解を結び付けた授業の可能性について考察する。

12 異文化理解と言語教育
言語能力と文化能力の関係に着目し、異文化理解を重視
したスペイン語教育の在り方と指導上の留意点を検討す
る。

13 まとめと授業研究の総括
後期の授業内容を振り返り、模擬授業や議論を通して得
られた成果と課題を整理し、今後の教育実践に向けた展
望を共有する。
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■授業の目的及び到達目標
スペイン語およびスペイン語圏の文化理解を基盤として、中等教育における外国語科（スペイン語）教育の理論と実践
を学ぶことを目的とする。
第二言語習得理論や教授法の基礎を踏まえ、教材研究（ICT の活用を含む）や模擬授業、試験作成・評価の体験を通し
て、学習者の聞く・話す力を育成する授業を構成・評価できる教員としての基礎的力量を身に付けることを到達目標と
する。
■授業計画

■授業の方法
外国語教育に関する資料を読み、それを基に「学ぶ・教える」ことについて考察し、学習指導案を作成する。指導案に
基づいて模擬授業を行い、その内容について議論する。さらに、テストの試作および評価も実践的に行い、各活動後に
は履修者自身の振り返りと教員からのフィードバックの時間を設ける。
■予習・復習
予習：2 時間程度。課題に関する資料を読み、短いレポートを作成するとともに、模擬授業に向けた準備を行う。
復習：2 時間程度。模擬授業実施後、授業の問題点を整理し、その改善策について議論した内容を振り返りとしてまとめ
る。
■成績評価の方法（成績の評定方法、授業態度、レポート等の扱い）
前期・後期を通じ、予習・復習を踏まえて授業に取り組んでいるかを平常点 40％で評価する。加えて、レポート・課題
の内容 30％、模擬授業（教案を含む）30％を総合的に評価する。
■教科書・参考書
教科書：担当教員作成プリント教材（ICT 教材含む）
参考書：白畑知彦、若林茂則『詳説第二言語習得研究 理論から研究法まで』 研究社
ライトバウン／スパダ著・白井／岡田訳『言語はどのように学ばれるか−外国語学習・教育に生かす第二言語習得論』岩
波書店
文部科学省(2017)『中学校学習指導要領解説　外国語編』、Instituto Cervantes 編『Plan Curricular del Instituto Cervantes』
■関連する科目

「基礎語彙」「基礎スペイン語」「応用スペイン語」等、スペイン語やスペイン語圏に関係のある科目全て。


